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論　　文　　の　　要　　旨
　細胞運動の機構解析は分子生物学の主要な課題である。最近になってヨ非筋細胞にも筋肉にある
ようなアクチン1ミオシンが含まれヨしかも鞭毛1繊毛にあるような微小管蛋白質（チューブリン
など）も共存することが明らかになり。これらの収縮性構造蛋白質系は細胞の行う多様な生命活動
に重要な役割を演ずることが示唆されてきた。
　著者はアクトミオシン系と微小管系とがその構成蛋白質を介して協同で機能している可能性を考
え，両系の構成蛋白質間の相互作用を加o伽oで調べた。その結果雪チューブリンとミオシンの直接
的結合を初めて明らかにした。チューブリンのミオシンヘの結合はアクチンと競合しヨアクトミオ
シンのMg2＋一ATP、。。活性を抑制した。逆に。チューブリンを除いた脳の蛋白分画にアクトミオシン
のMg2＋一ATP。、。活性を促進する因子の存在が示唆された。著者はその促進因子が脳神経系の機能（特
に軸索輸送）に重要な役割を持つものと考え、促進因子の性質を調ベヨ精製を試みラ結果的にそれ
が脳に存在する新しい高分子量アクチン結合性蛋白質であることを証明した。以下に新知見の主た
るものを列挙する。
　（i）チューブリン1ミオシンの結合は化学量論的でミオシン1モル当り2モルのチューブリンが結
合した。（ii）ミオシン分子上のチューブリン2モルの結合部位のうち雪1モルは全くアクチン繊維に
影響されず害他の1モルはアクチン繊維に影響され，チューブリンとアクチン繊維との間でミオシ
ンヘの結合に関して優先権が認められた。㈹チューブリン個ミオシン相互作用は直接結合実験から
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のみならず，チューブリンのアクトミオシンMg2＋一ATP。、。活性の抑制効果からも明示された。この
場合にもミオシンヘの結合に関し。アクチンとチューブリンの間に優先権がみられた。細）微小管蛋
白質はチューブリンと微小管付随蛋白質分画（MAP分画）とに分けられるが。前者はアクトミオシ
ンMg2＋一ATP、、。活性に対して抑制的ヨ後者は促進的効果を持つことをみいだした。（v）MAP分画中
の促進活性は蛋白因子でアクトミオシンに対して化学量論的に作用し音至適条件下では最高4倍ま
で活性を促進した。（向因子は活性促進条件ではアクトミオシンと結合していることが判明し纈結合
物のゲル電気泳動解析から高分子量の1対のポリペプチドである可能性が示唆された。㈱促進因子
を6段階の精製過程で精製に初めて成功したが。活性促進度と対ポリペプチドの精製度は常に平行
的に上昇し、因子が対ポリペプチドであるととを示した（93％純化）。㈱対ポリペプチドはチューブ
リンともミオシンとも結合せず害アクチン繊維と結合することが判明した。（凶対ポリペプチドの分
子量は雪240，000と235，OOOで脳から新しく発見されたアクチン結合性蛋白質であることが確認さ
れヲこれをBABP（αとβ）と命名した。（x）BABPの純標品の電顕観察からヨこの蛋白質はヘテロダ
イマーとしてヨまた細長い（200n㎜）柔軟な分子として同定された。㈱BABPはアクチン分子とモ
ル比1：4で結合しヨ電顕ではアクチン繊維を架橋して繊維束を形成させた。
　以上の結果から曾BABPは生体内では軸索内のマイクロトラベキュール構造の主要な成分として骨
軸索輸送などの神経系の機能に重要な役割を担うものと推察された。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者は細胞運動の分子機構の研究分野で繧世界的に注目される2つの重要な発見を行った。亙つ
はヨアクトミオシン系と微小管系は共存していても独立的に働くと考えられてきたがヨ本研究では
両系に含まれる構成蛋白質間の相互作用として田チューブリンとミオシンの直接的結合を明らかに
した点である。もう亙つは、脳神経系の種々の機能にとって重要な調節を行うと考えられるアクチ
ン結合性蛋白質（BABP）を脳ではじめて見出し雪単離してその性状を詳細に検討した点である。
特にBABPが運動に直結するアクトミオシンの活性をATP存在下で促進的に調節したり，アタチン
繊維によるゾル1ゲル転換を架橋結合で調節したりする点は注目に価する。
　これらの研究成果は細胞運動の分子生物学の分野に新しい発展をもたらしたのみならずラ運動性
蛋白分子の進化曾発生学雪神経生理学などの研究分野の発展にも将来大きな貢献をもたらす基礎を
提供したものとして高く評価される。
　よってヲ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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